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極座標

r : 半径
θ : 緯度
φ : 経度











Ψだけのプロット
（動径方向依存性だけ）

r2Ψ2 のプロット
（動径方向依存性だけ）

n を大きくすると動径方向の節面が増える（たまねぎ）



角度依存性だけ

実数にして
「見える」
ように
してある

l を大きくすると
角度方向の節面が
増える
（スイカの等分）

n の軌道関数には
n－1枚の節面


